
















































液検査所見はW B C 8,400/μ l，C R P 2.92m g /






































































































ことは困難であった。血液検査ではβ - D -グル
カンや血中ガラクトマンナン抗原の有用性が報





ガイドラインでV R C Zが第一選択薬として推
奨されている。投与期間は臨床症状、画像所見、
血液データ（C R P、β - D -グルカン）が指標
となる12）。点滴終了後の経口抗真菌薬は少なく
とも 4 - 6 カ月継続することが推奨されている1）。
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